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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属缶本体の内部に突き出るとともに円周方向に伸びるフランジに、剥離可能な蓋を密
閉する方法であって、
　ａ）金属缶本体に誘導コイルを挿入する工程と、
　ｂ）フランジを加熱するために誘導コイルを通して交流電流を流す工程と、
　ｃ）金属缶本体から誘導コイルを取り除く工程と、
　ｄ）フランジに剥離可能な蓋を適用する工程を含み、
　フランジ内の残りの熱が、剥離可能な蓋をフランジに密封する方法。
【請求項２】
　缶本体の外部のまわりにさらなる誘導コイルを位置付ける工程と、工程ｂ）と実質的に
同時に、前記フランジに補助熱を加えるために、さらなる誘導コイルに交流電流を流す工
程を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　第１と第２のコイルは、同じ電流が両方のコイルを流れるように、一緒に結合される、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　結合材料は、剥離可能な蓋とフランジとの間に存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　フランジに剥離可能な蓋を適用する前に、フランジの密封面に結合材料を適用する工程
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を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　結合材料は剥離可能な蓋の密封面にある、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　フランジに剥離可能な蓋を密閉することで缶本体が上部と下部の区画に分離されるよう
に、フランジは缶本体の長さに沿って途中に位置づけられる、請求項１乃至６のいずれか
１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、剥離可能な蓋を備えた金属缶、とりわけ、誘導加熱を利用して金属缶に剥離
可能な蓋を密閉する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　食料品を保持するために使用される多くの容器には、消費者が製品を最初に使用する前
に容易に分離する剥離可能な蓋がある。かかる剥離可能な蓋は、不正な変更を加えたらす
ぐにわかるような指標を提供するように、かつ、容器の分配開口部を密閉するように働く
。剥離可能な蓋は、はさみや缶切りなどの別の道具を必要とすることなく、容器を容易に
開く方法を提供する。
【０００３】
　剥離可能な蓋を備えた容器は、ガラス、厚紙、プラスチック、および金属を含む、様々
な異なる材料から作ることができる。厚紙容器は状況によっては食物製品を保持するのに
ふさわしいこともある。しかしながら、特定の市場、例えば、比較的高温で、および／ま
たは、湿気の多い気候の国々では、厚紙容器は適切でないこともある。害虫（例えば、マ
ウスやネズミ）による襲撃を受けやすく、相対的に強度に欠けているため、厚紙容器は多
くの用途に適さないこともある。プラスチックとガラス製の容器も、同じ問題のいくつか
を抱える傾向がある。金属製の容器または「缶」は、これらの問題の多くに対処する。
【０００４】
　専門的な市場区分で用いられる缶、例えば、乳児用ミルク市場で使用される缶は、厳密
な安全基準を満たすことが要求される。剥離可能な、一般的にはホイル蓋を備えた金属缶
を製造する際、これは、課題になりうる。例えば、乳児用ミルク粉末を保持するために使
用される缶は、４５°Ｃのような高温で３か月以上保存されるときでさえ、および、缶の
内部と外部で７００ｍｂａｒ（７０ｋＰａ）の圧力差があるときにも、剥離可能な蓋でそ
の気密封止を維持することが必要となる。
【０００５】
　一般に、剥離可能なホイル蓋と、金属缶の適切に構成された内部を向いたフランジまた
は口部との間の気密封止は、フランジまたは口部の密封面をまず加熱することによりなさ
れる。密封面または蓋の反対側の密封面のいずれかが、結合材料、一般的にはラッカーま
たはポリマーでコーティングされる。ホイル蓋はフランジに当てられ、密封は、熱および
圧力の組み合わせを加える（元の位置で蓋に加えられる）ことにより実現される。
【０００６】
　密閉された缶は、充填されると、内容物を調理するまたはさもなければ加熱するために
その後処理されることになり、缶の内部表面上と蓋材料にポリプロピレンコーティングが
施され、その結果、これらが「一緒に溶接される」ことによって気密封止を形成する。こ
のようにして設けられた密封は、蓋に作用する高い温度（一般に（１２０°Ｃ以上）と圧
力の組み合わせといった、処理の苛烈さに耐えることができる。
【０００７】
　フランジの加熱は、伝導加熱または誘導加熱を用いて達成されてもよい。伝導加熱の場
合には、熱は、金属缶に直接接触することによって缶に移る。誘導加熱の場合、高周波交
流電流が電磁誘導コイルを通過することで電磁場場が生成される。電磁誘導コイルは、缶
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、とりわけ、フランジを囲む領域が、軸方向に誘導された電磁場内部にあるように、缶の
外側周辺に置かれる。その結果として生じる、フランジと周囲の缶領域で生成された渦電
流は、フランジの迅速な加熱をもたらす。誘導加熱は、伝導加熱と比較して、前者による
加熱時間の方が早いように、一般に有利であり、缶との直接接触も必要ない（ゆえに、同
じ誘導加熱設定で様々な缶の形状を使用することができる）。
【０００８】
　いくつかの用途について、缶本体に沿った途中の位置にホイル蓋を設けることが望まし
く、それにより、缶本体を２つの区画に分離する。ホイル蓋の下の（気密封止された）区
画は食品を含むために用いられ、一方で、蓋の上の区画は、例えばプラスチック製のスプ
ーンなどの他のアイテムを含んでもよい。缶の上部開口部は、プラスチック製の蓋などで
閉じられてもよい。特に、この構造の缶については、既存の加熱方式は、密封を実現する
ために必要とされる温度までフランジの密封面を上げるために、缶の外部が加熱されなけ
ればならない高温によって、缶の外部に顕著な損傷を与えかねない。一般に、フランジが
ホイル蓋の最初の加熱と適用の間にわずかに冷えるため、密封面は設定温度よりも著しく
高く加熱されなければならない。加えて、缶の外表面からフランジへと熱が伝わっていく
ため、その外表面は、次に、過度な温度にまで加熱されなければならない。約１６０°Ｃ
で動作する結合材料について、フランジは２００°Ｃまで加熱される必要があり、その間
、外表面は２８０°Ｃの温度に達しかねない。外表面で必要とされる温度は、錫リフロー
（ｔｉｎ　ｒｅｆｌｏｗ）が生じ、外表面に目に見える印（すなわち、変色）をもたらす
ようなものである。
【０００９】
　１つの解決策は、例えば、９０°Ｃに設定される結合材料などの、この目的のために一
般に用いられてきた材料よりも低い温度で動作する結合材料を用いることであり、その結
果、缶の外表面を過度に加熱する必要はない。しかしながら、これは、缶を、高温気候の
市場での販売に向かないものとはしない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、缶本体内部の剥離可能な蓋を密閉する際に使用されるタイプの既知の誘導加
熱システムの欠点を克服するか、または、少なくとも軽減することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の態様によれば、金属缶本体の内部に突き出るとともに円周方向に伸びる
フランジに、剥離可能な蓋を密閉する方法が提供される。該方法は、缶本体に誘導コイル
を挿入する工程と、フランジを加熱するために誘導コイルを通して交流電流を流す工程を
含む。その後、誘導コイルは缶本体から取り除かれ、剥離可能な蓋がフランジに適用され
、それによって、フランジ内の残りの熱が、剥離可能な蓋をフランジに密封する、または
、剥離可能な蓋のフランジへの密封を助ける。
【００１２】
　本発明の少なくともある実施形態の利点は、フランジを必要な温度で加熱することがで
きる一方で、缶の外部の壁は「過熱」されず、その結果として、外表面での錫リフローと
外表面の劣化を防ぐ。
【００１３】
　該方法は、内部コイルに交流電流を流す工程、フランジに補助熱を加えるために、さら
なる誘導コイルに交流電流を流す工程と実質的に同時に、缶本体の外部のまわりにさらな
る誘導コイルを位置付ける工程を含んでもよい。第１と第２のコイルは一緒にまたは別々
に励起されてもよい。
【００１４】
　幾つかの実施形態では、結合材料は、缶の剥離可能な蓋とフランジとの間に適用されて
もよい。他の実施形態では、結合材料は、フランジに剥離可能な蓋を適用する前に、フラ
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ンジの密封面に適用されてもよい。またさらなる実施形態では、結合材料は、フランジに
蓋を適用する前に、剥離可能な蓋の密封面に適用されてもよい。
【００１５】
　幾つかの実施形態では、フランジに剥離可能な蓋を密閉することで缶本体が上部と下部
の区画に分離されるように、フランジは缶本体の長さに沿って途中に位置づけられる。
【００１６】
　本発明の第２の態様によれば、缶の製造ラインで使用されるとともに、缶本体に挿入さ
れる誘導コイルと、缶本体の内部にあるときに誘導コイルを励起するための電源とを備え
る、加熱システムが提供される。
【００１７】
　加熱システムは、缶本体の外部のまわりに置かれるさらなるコイルを含んでもよく、前
記電源は、前記コイルが缶本体の周囲にあるときに該コイルを励起するように構成される
。最初に言及されたコイルと前記さらなるコイルは機械的に結合されることによって、単
一の動作ユニットを提供する、すなわち、缶本体に対してコイルを所定の位置に動かすた
めに、該動作ユニットに対して缶本体を動かすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】挿入物として、フランジ、フランジの密封面、結合材料、および、剥離可能な蓋
を含む、剥離可能なホイル蓋によって、２つの区画に分けられる金属缶を概略的に示して
いる。
【図２】密閉フランジを加熱する目的で誘導コイル内に位置づけられた金属缶の斜視図で
ある。
【図３】金属缶内に位置づけられた誘導コイルを含むフランジ加熱システムの斜視図であ
る。
【図４】缶の内部と外側に配された２つの誘導コイルを含む、代替的なフランジ加熱シス
テムの斜視図である。
【図５】さらなる代替的なフランジ加熱システムの斜視図である。
【図６】金属缶本体にホイル蓋を気密封止するために使用される製造ラインを概略的に示
す。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　密封された剥離可能な蓋は、容器を容易に開く方法を消費者に提供し、利便性と安全性
の両方を与えるものである。さらに、図１で示されているように、剥離可能な蓋（２）を
用いて金属缶本体（１）を２つの別々の区画に分けることができ、本体（１）は、平らな
シートを折り畳み、軸方向の接合部を設けることによって、あるいは、一体型の土台を備
えたシリンダーを形成するために円形のディスクに穴を空けることによって、それ自体で
形成されてもよい。図１の挿入物は、結合材料（３）によって、内部に突き出たフランジ
（４）の上部密封面（５）に蓋が密閉される領域の断面図を詳細に示している。缶自体は
一般にブリキ板から作られ、フランジ（４）は、缶（１）の周辺部のまわりの環状の溝に
押しこみ、その後、缶（１）に軸方向の圧縮力を加えて溝を崩壊させることで作られる。
蓋（２）は一般に、金属ホイル、あるいは、プラスチック材料または紙材料から作られる
。
【００２０】
　上に議論されているように、缶本体（１）のフランジ（４）に蓋（２）を密閉するとき
、誘導加熱を用いて熱をフランジ（４）に加えてもよい。しかしながら、単一の外部コイ
ル（６）を用いる、図２で例証されたような誘導加熱に対する従来のアプローチでは、缶
の外表面で錫リフローを引き起こすか、あるいは、目に見える表面の劣化をもたらす効果
を引き起こしかねない。熱をフランジ（４）に向けつつも缶の外表面の加熱の程度を減ら
す、缶本体（１）のフランジ（４）に剥離可能な蓋（２）を密閉する方法を提供すること
が望ましい。
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【００２１】
　これは図３に例証されるようなフランジ加熱システムを駆使して実現される。フランジ
加熱システムは誘導コイル（７）を含む。缶（１）をフランジ加熱システムに対して上げ
下げし、その結果、加熱の間、誘導コイル（７）がフランジ（４）に隣接して金属缶本体
（１）内に挿入され、加熱後に缶（１）から取り除かれる。缶に挿入後、誘導コイルとフ
ランジとの間の隙間は比較的小さく、例えば約１ｍｍである。この許容差は、製造ライン
で必要な高速でコイルを缶から出し入れすることを可能にするのに十分である。
【００２２】
　確立された誓いや実践とは反対に、缶（１）の外側の周辺ではなく、むしろ、缶（１）
の内部に挿入されたコイルは、周囲の缶領域で十分な熱を生成することができ、フランジ
（４）に蓋（２）を密閉するのを可能にする。このように、誘導加熱のこの新しい方法は
、内部に突き出たフランジ（４）に加熱効果を集中させつつ、外部の壁を低温で維持し、
それによって、外部の壁の錫リフローと劣化を防ぐことができる。
【００２３】
　第２の実施形態では、図４で例証されるように、フランジ加熱システムは、２つの別々
に励起される誘導コイル、内部コイル（７）と外部コイル（９）を備え、内部コイル（７
）は外部コイル（９）の内部で同軸方向に位置している。フランジ加熱システムに対して
缶（１）を上げ下げすることで、フランジ（４）の加熱中に内部（７）と外部（９）の誘
導コイルを、それぞれ缶（１）の内周および外周のまわりに、フランジ（４）に隣接して
配置する。この実施形態では、外部の誘導コイル（９）は、錫リフローおよび装飾物の劣
化を引き起こすであろう温度よりも低い温度まで、外部壁を介してフランジ（４）を加熱
するように作用する。フランジ（４）が所望の温度になるのに必要な追加の熱は、内部の
誘導コイル（７）によって引き起こされる。外部と内部の誘導コイルからの電磁場はフラ
ンジ（４）で重なり、蓄積する加熱効果を引き起こす。この特定の実施形態は、とりわけ
高速にフランジ（４）を加熱することが必要な場合に使用されることが想定されている。
【００２４】
　第３の実施形態において、図５に例証されるように、フランジ加熱システムは、一連の
内部の巻き（ｔｕｒｎｓ）と一連の外部の巻きを備えた単一の誘導コイル（１０）を含む
。フランジ加熱システムが缶（１）に適用される場合、該コイルの内部の巻きは缶の内部
に位置し、外部の巻きは缶（１）の外部に位置する。
【００２５】
　記載された実施形態のすべてについて、コイルの設計はこの向きの加熱を実現するよう
に最適化されてもよい。これは図３、４、および５で示されるように、誘導コイル構造に
銅板８を組み込むことを含んでもよい。当該技術分野で知られているように、コイルは、
巻線の中心を通って伸びる通路に水を流すことを可能にすることによって冷やされてもよ
い。
【００２６】
　図６は、上記のタイプのフランジ加熱システム（図３）を用いて、金属缶（１）を加熱
および密封するための製造プロセスを概略的に示している。製造プロセスは、缶本体（１
）が両端で開くこと、および、ホイル蓋（２）を密閉した後、残っている方の開放端から
缶を充填し、その後、その端部を例えば、継合可能な端部などで閉じると仮定している。
もちろん、缶の内部に誘導コイルを収容する十分なヘッドスペースがあれば、その製造プ
ロセスを用いて、すでに充填された缶（１）にホイル蓋（２）を適用してもよい。
【００２７】
　例証されたプロセスをさらに考慮すると、フランジ加熱システムは、製造システムによ
って缶（１）を運ぶコンベヤーの上に取り付けられ、その結果、コイルがコンベヤーに向
かって下方に伸びる。それぞれの金属缶（１）は、製造ライン（１１）に沿って移動する
プラットフォーム（１２）上で適所に保持され、缶（１）を適切に上げ下げする。それが
フランジ加熱システムの下を通過すると、缶（１）は持ち上げられ、それによって誘導コ
イルがフランジ（４）に隣接し、誘導コイルは交流電流を流されると励起する（コイルは
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１）は、誘電加熱プロセスのあいだ、フランジ加熱システムに対して一定の位置で保持さ
れる。製造速度を最大限にするために、フランジ（４）の密封面（５）は、ミリ秒程度で
必要とされる温度、例えば、２００°Ｃに達すると予想される。いったん必要とされる温
度を達成すると、缶（１）が置かれているプラットフォーム（１２）を下げることで、フ
ランジ加熱システムを缶（１）から取り除く。その後、金属缶（１）を、蓋ホルダー（１
３）の下の位置まで、製造ライン（１１）の次の部分に移動させる。それぞれの蓋（２）
は適切な結合材料（３）を用いて下部表面をコーティングされる。缶（１）は、蓋（２）
の下部周辺部がフランジ（４）の密封面（５）と接触する高さまで再度持ち上げられる。
剥離可能な蓋（２）とフランジ（４）の密封面（５）の間に加えられた圧力と、密封面（
５）内部の残りの熱により、そのプロセスで設定する結合材料（３）を用いて蓋（２）を
フランジ（４）に密封させる。その後、蓋ホルダー（１３）から缶（１）を解放させるべ
くプラットフォーム（１２）を下げ、製造ライン（１１）の次の段階へと移る。
【００２８】
　単一の缶（１）の内部に多く密封した剥離可能な蓋（２）が設けられる場合、上で概略
を述べたプロセスは、製造ライン（１１）に沿って繰り返されてもよい。
【００２９】
　本発明の範囲を逸脱することなく上記の実施形態に様々な改良がなされてもよいことが
当業者には理解されよう。例えば、蓋材料自体がフランジ（４）に接着することができる
場合（例えば、蓋がプラスチック製またはプラスチックコーティングである場合）、蓋（
２）とフランジ（４）の間に結合材料（３）の別の層を設ける必要がなくてもよい。

【図１】 【図２】

【図３】
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